
Pick up

おごせ教育　９月25日（木）、26日（金）に６
年生が、修学旅行に行きました。１
日目は、戦場ヶ原のハイキングや中
禅寺湖の遊覧船、華厳の滝の見学
等をしました。２日目は、荘厳な造
りの東照宮・輪王寺や日光江戸村に
行きました。児童は、楽しく最高の
思い出を作ることができました。

　９月27日（土）にPTA主催の奉
仕作業が行われました。生徒に加
え、保護者・消防団・商工会青年部
の皆様にも参加していただき、総勢
179名で上グラウンドや下グラウ
ンドを中心に草刈りを行いました。
おかげさまで、とてもきれいになり
ました。ありがとうございました。

越 生 中 学 校

　９月25日（木）、26日（金）に越生小
学校の６年生と合同で栃木県日光市
に修学旅行へ行ってきました。修学旅
行は、華厳の滝や日光東照宮、日光江
戸村などを巡り、越生小学校の６年生
と交流を深めながら、楽しい思い出を
たくさんつくることができました。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

　
越
生
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
す
く
す
く
』
が
併
設
さ
れ
、
専

任
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
お
り
ま

す
。
子
育
て
に
関
連
す
る
お
悩
み

の
相
談
や
、
利
用
者
同
士
の
情
報

交
換
の
場
と
し
て
お
気
軽
な
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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山吹保育園

「たて割り」＆「すくすく」

　
山
吹
保
育
園
は
、
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）
の
開
園
か
ら
お
か

げ
さ
ま
で
43
年
余
り
が
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
保
育
理
念
『
子
ど
も

た
ち
の
美
し
い
心
　
す
こ
や
か
な

か
ら
だ
　
豊
か
な
夢
を
育
て
る
』

に
も
と
づ
き
、『
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
一
日
一
日
を
楽
し
い

と
思
え
る
保
育
』
を
目
標
と
し
て

掲
げ
、
日
々
お
子
様
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。

　
当
園
で
は
生
後
４
か
月
～
就
学

前
ま
で
の
乳
幼
児
を
お
預
か
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
保
育
の
具
体
的

目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
異
年
齢
と

の
関
わ
り
」
を
踏
ま
え
、
３
・
４
・

５
歳
児
に
つ
い
て
は
各
年
齢
の
お

子
様
が
混
在
す
る
「
た
て
割
り
」

の
ク
ラ
ス
編
成
を
行
っ
て
お
り
、

年
齢
も
発
達
状
況
も
違
う
お
子
様

が
日
々
の
活
動
を
通
じ
て
関
係
を

築
き
互
い
に
成
長
す
る
姿
は
、
時

に
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
時
に
目
を
見

張
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加するこどもたちを写真で
紹介するコーナーです。
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　埋ま
い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

蔵
文
化
財
と
は

　
埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
地（
地

中
や
水
中
）
に
埋
ま
っ
て
い
る
文

化
財（
主
に
遺
跡
と
い
わ
れ
る
場

所
）
の
こ
と
で
す
。
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）
に
県
が
刊
行
し
た

『
埼
玉
懸
史
第
一
巻
　
先
史
原
史

時
代
』
に
は
越
生
町
で
５
ヶ
所
、

梅
園
村
で
３
ヶ
所
の
石
器
時
代
の

遺
跡（
遺
物
発
見
場
所
の
地
名
）

と
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
古

池
の
横
穴
が
集
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
36
年
に
初
め
て
町
域
内
の
遺

跡
分
布
調
査
が
行
わ
れ
、
58
〜
60

年
に
は
詳
細
遺
跡
分
布
調
査
が
実

施
さ
れ
、
合
わ
せ
て
100
ヶ
所
ち
か

く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　発
掘
調
査
の
あ
ゆ
み

　
当
町
最
初
の
発
掘
調
査
は
昭
和

37
年
の
越
生
五ご

り
ょ
う領
遺
跡（
越
生
東

３
丁
目
付
近
）
で
す
。
工
場
の
敷

地
造
成
中
に
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、

わ
ず
か
２
日
間
の
調
査
で
し
た

が
、
縄
文
時
代
の
土
器
や
石
器
・

住
居
跡
、
平
安
時
代
の
土は

じ

き
師
器
・

須す
え
き恵
器
・
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
地
は
の
ち
に
越
生
駅
東
側

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
っ

て
計
４
回
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
２
次
調
査
時
に
は
平
安
時

代
の
住
居
跡
か
ら
椀わ
ん
が
た
て
っ
さ
い

型
鉄
滓（
鍛

冶
炉
の
底
に
溜
ま
っ
た
鉄
く
ず
）

や
鉄
釘
が
出
土
し
、
集
落
内
で
鍛

冶
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
に
は
、
城
西
大
学
考
古
学
研
究

会
の
協
力
を
得
て
、
上
野
の
南
み
な
み
は
ら原

遺
跡（
縄
文
・
平
安
）
や
上
じ
ょ
う
だ
い台
遺

跡（
縄
文
・
平
安
・
中
世
）、
大
満

の
堀ほ
り
ご
め込
遺
跡（
縄
文
）
の
緊
急
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
50
年

代
以
降
は
個
人
住
宅
建
設
の
た
め

の
試
掘
調
査
、
国
・
県
の
補
助
金

を
受
け
て
の
町
内
遺
跡
群
発
掘
調

査
事
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　貴
重
な
発
見
の
数
々

　
現
在
ま
で
旧
石
器
時
代
、
弥
生

時
代
を
主
体
と
す
る
遺
跡
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
越
生
中
学

校
郷
土
部
の
生
徒
が
採
集
し
た
遺

物
の
な
か
に
、
西
和
田
の
興こ
う
ぜ
ん
じ

禅
寺

周
辺
で
発
見
し
た
槍や
り
さ
き
が
た
せ
ん
と
う
き

先
形
尖
頭
器

（
旧
石
器
時
代
か
ら
使
わ
れ
た
狩

猟
具
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鹿

下
・
大
谷
の
堂ど
う
の
う
え

ノ
上
遺
跡
で
は
弥

生
時
代
の
有ゆ
う
こ
う
ま
せ
い
せ
き
ぞ
く

孔
磨
製
石
鏃
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　　

　
昭
和
62
年
、
ゴ
ル
フ
場
造
成
地

内
の
津
久
根
夫め
お
と
い
わ
い
わ
か
げ

婦
岩
岩
陰
遺
跡
で

行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
、
岩
陰
か

ら
成
人
男
性
の
人
骨（
６
５
０
０

年
前
の
縄
文
時
代
早
期
末
〜
前
期

初
め
）
が
出
土
し
ま
し
た
。
堆
積

土
中
か
ら
は
縄
文
時
代
中
期
〜
晩

期
、
弥
生
時
代
中
期
、
平
安
時
代

の
土
器
の
破
片
、
動
物
の
骨
や
貝

殻
、
焚
火
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
万
年
以

上
に
わ
た
っ
て
遺
さ
れ
た
人
々
の

営
み
の
痕
跡
で
あ
り
、
い
に
し
え

の
越
生
の
歴
史
を
知
り
、
現
代
に

伝
え
る
大
切
な
文
化
遺
産
で
す
。

▲堂ノ上遺跡出土の有孔磨製石鏃　　　　　▲興禅寺遺跡で採集された槍先形尖頭器（長さ約8cm）

▲越生五領遺跡で出土した遺物の一部はやまぶき公民館に展示中

▲ 10×10ｍ以上の２つの岩が並び立つ「夫婦岩（めおといわ）」。小字名にもなっている。

▲膝を折り曲げ、手を顔の前で組んで横たわる
　「屈葬（くっそう）」と呼ばれる埋葬方法。

▲貝殻（アワビ）

越生浪漫
No.201

地中に埋もれた文化財
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